
1. はじめに
SIAM(Service Integration And Management) は、マル
チプロバイダにおける複数サービスの統合管理の知識
体系である。この SIAM のコアとなるものが SIAM エ
コシステムであり、複数サービスプロバイダがエコシ
ステムを構成する。

このエコシステムの中で重要なのは、複数サービスプ
ロバイダ間におけるコラボレーションである。コラボ
レーションは、利害関係のある組織同士が、エコシス
テム外では競合としてビジネスを競い合う関係かもし
れないが、エコシステム内においてはパートナーとし
て協働する関係にある。

2. アイシン精機の火災
愛知県にあるアイシン精機は、自動車のブレーキ機構
の部品 (P バルブ ) を、一手に請け負ってトヨタ自動車
にジャストインタイムで納品をしている会社であっ
た。

1997 年アイシン精機の工場で火災が発生し、Pバルブ
の製造が不可能となり、ジャストインタイムで過剰在
庫を持っていない同社の影響により、トヨタ自動車の
生産ラインが１週間の停止を余儀なくされると誰もが
考えた。

アイシン精機は、トヨタ自動車と一緒に、P バルブ製
造の再開に関する対策室を設け、トヨタ自動車に部品
を納品している各部品メーカーが P バルブを製造する
体制を構築し、１週間かかると考えられていた操業再

開を５日に抑えることができた。

この P バルブの製造は、複雑で特殊な設備が必要であ
り、アイシン精機ではマシニングセンタによって製造
していたため、汎用工作機械で部品を製造するために
は、P バルブの設計図を協力してくれる部品メーカー
に渡し、どのように特殊設備でなくても製造できるか
を検討してもらわなければならなかった。

まさにこれはエコシステムという共生という姿そのも
のであると筆者は考える。トヨタ自動車のライン停止
の影響は、全ての関連部品メーカーにも、地域経済や
日本経済にも大きな影響を及ぼすものであり、そのよ
うな重大インシデントに対して、エコシステムが大き
な役割を果たした事例と言える。

3. コスト削減
アイシン精機の事例は、重大インシデントなので日本
人のカルチャやトヨタ自動車の系列という体制では、
当たり前のように思われるかもしれない。そして、こ
の事例では、本当にコスト削減になったのかと考える
かもしれないが、大きな経済的損失コストを低減でき
たと言える。

では、このような重大インシデントではなく、通常の
サービスインシデントの例では、本当にコスト削減に
なるのかを思考することにする。

例えば、ある IT サービスのユーザーが、クライアント
PC から業務をしているが、レスポンスが遅く業務処
理に影響が及んでいるといったインシデントの場合を

考えてみる。

このケースでは、何らかの処理に影響を及ぼすボトル
ネックを疑う訳だが、クライアント PC に何らあの原
因があるかもしれないし、LAN、WAN、サーバー側の
CPU なのか、メモリーなのか、データベースなのか、
SQL 処理なのか、アプリケーションソフトウェアのバ
グなのか、様々な要因が考えられる。

さらにユーザー視点ではエンドツーエンドとして１つ
のサービスとしてみえるものが、実際には複数サービ
スプロバイダによってサービス提供、開発、保守され
ていることが多い。この場合、原因調査をしてサービ
スのレスポンスを回復し再発防止対策するためには、
複数サービスプロバイダがコラボレーションしなけれ
ばならない。

その際に、サービスプロバイダの行動として、自社の
サービス範囲のことしか分からないので、その範囲内
でパフォーマンス低下の原因がないことを調査して、
「自社 .vs. その他サービスプロバイダ」となってしま
いがちだが、エコシステムにおいては「私たちサービ
スプロバイダ」としてコラボレーションして原因調査
と対応策を検討する。

このようなやり方のほうが、無駄に自社のみの調査を
したり犯人捜しをしたりするよりも、圧倒的にコスト
削減につながる。

そしてこのようなコラボレーションする仕組みを
SIAM エコシステム内に構築していくのだが、この仕
組みを「構造要素」と呼ぶ。「構造要素」には、ワー
キンググループやプロセスフォーラムなど、複数サー
ビスプロバイダが集まって活動するエコシステム内の
取り組みがある。

この取り組みの時間を通して、コラボレーションカル
チャを醸成し、エコシステム内において共生をしてい
くことを学習していくことになる。

4. まとめ
現在は、複数サービスプロバイダが当たり前の環境に
なっている。従来の働き方では他のサービスプロバイ
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なっている。従来の働き方では他のサービスプロバイ

ダと共に協働したりコミュニケーションしたり、チー
ムを構築することが少ないかもしれない。しかし、今
日の時代には、エコシステムを構成して、コラボレー
ションしていく働き方が求められている。
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